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⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

講座では「医師等の供給システムの構築」を図るため、①医学生や若手医師を医師不足の地域や診療科に誘導す
るための調査研究、②女性医師の増加や医療資源の適正配分についての調査・研究等を実施し、キャリア形成支
援や働きやすい環境整備の重要性を再確認した。これらの結果を踏まえ、平成23年10月に「信州医師確保総合支
援センター」を設置し、医学生修学資金貸与者等のキャリア形成支援を行いながら、医師不足の地域や診療科へ
誘導し、勤務に結びつけることで、偏在解消に取り組んでいくこととしている。

特記事項

□　横ばい

□　当面余地なし

□　減少

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

□　余地あり

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

□　余地なし

b
期待どおり

0

・医師が不足する診療科の医師養成に関する実践
的研究や医師不足病院への診療支援の実施によ
り、医師の効率的な配置についての検討を行う。
・高校生医療現場体験セミナー等の開催による県
内の高校生の医学部進学者の増加を図る。

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明事業改善（有効性・

効率性）の余地
□　余地あり□　余地なし □　当面余地なし

□　増加

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　概算人件費

評価区分

区　分 判　定　・　説　明

・医師の配置に関する検討の資料とするため、診療支援を実施する大北地
域の受療動向調査等を実施した。
・医学生を対象とした地域医療実習や外来診療実習を実施した。
・高校生を対象とした医学部進学セミナーや医療現場体験セミナーを開催
した。
・講座教員２名が２病院で診療支援を実施した（延べ週３日）。

医師不足病院への診療支援（活） 日/週 3 3

24年度（見込）

・医学生修学資金貸与者との面談や地域医療に関する研
修会を開催した。

高校生現場体験セミナーの開催（活）

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

各種調査の実施（活） 本 3

32,477 0

千円 2,495 2,477 0

0.30 0.00

23年度事業費の主な内訳

千円 30,000 0 寄付金：30,000千円（信州大学への寄附）

千円 30,000 30,000 ―

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 0.30

千円 32,495

23年度 24年度（当初）

30,000 0

30,000

0

①
　
事
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概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

信州大学医学部に県の寄附講座「地域医療推進学講座」を設置し、医師が不足する診療科の効率的な医師の養成等に関
する実践的研究を行い、即戦力医師等の供給システムの構築を図る。

対　象 信州大学医学部

目指すべき姿 県内唯一の医師養成機関である信州大学医学部を中心とした、即戦力医師等の供給システムの構築を図る。

事業内容
・信州大学医学部に設置した県の寄附講座において、医師が不足する診療科における即戦力医師の養成・供給に関する研
究を実施するとともに、講座の教員が医師不足の現場調査等のため、医師不足病院への診療支援を実施。
・高校生医療現場体験セミナーや講演会の開催による医学部進学への動機付け　等

地域医療推進学講座の設置に関する協定

実施方法
国庫･
県単

信州大学医学部への寄附

実施期間 Ｈ２１ Ｈ２３ 根拠法令等

国庫補助事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-02 部・課
健康福祉部医療推進課
医師確保対策室

事　業　名 地域医療推進学講座設置事業
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